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Jぺ

【校
異】

十
月
三
十

一
日

l
t
m月
初
日

拝
復
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
復
。

千
駄
木
〔
全
集
〕

|
+
千
染
木

(縦
線
な
し
)
〔
全
集
〕

l
v
(縦
線
あ
り
)

鼻
赤
に
な
っ
た
。
〔全
集
〕
|
+
鼻
赤
に
な
っ
た

ど
う
か
よ
ろ
し
く
。
〔
全
集
〕

l
tど
う
か
よ
ろ
し
く
、

拝
復
。

た
だ
い
ま
は
、
御
て
い
ね
い
の
御
葉
書
に
て
、
い
た
み
入
り
ま
し
た
。

心
境
ま
す
ま
す
清
澄
の
御
様
子
、
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
。
私
は
、
だ
い

ぶ
な
ま
け
ま
し
た
の
で
、

二
週
間
ば
か
り
仕
事
を
し
て
、
十
日
前
後
に

千
采
木
の
お
宅
へ
お
伺
ひ
し
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。

風
邪
は
、
ま
だ
抜
け
ま
せ
ん
。
鼻
赤
に
な
っ
た

(御
内
へ
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
、
)

オーげ
J
v
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戸

一

円

、
レ

ナハ、の
ち
↑
1

【
校
異
】

拝
復

〔全
集
〕

l
t
拝
復
。

と
申
し
て
下
さ
い
。
〔全
集
〕
|
す
と
申
し
て
下
さ
い

山
岸
や
す
子
宛
〔
全
集
〕
|
17
山
岸
外
史
様
御
内
様

【ノ

l
卜】

ヒ
レ
ザ
キ
氏
|
|
鰭
崎
潤
。
小
館
善
四
郎
の
友
人
で
、
洋
画
家
。 :ぇ

拝
復
。

速
達
を
い
た
だ
き
、
恐
縮
に
存
じ
ま
し
た
。
会
の
方
へ
は
、
私
か
ら

そ
の
や
う
に
申
し
て
置
き
ま
す
か
ら
、
御
心
配
な
さ
ら
ぬ
ゃ
う
。

先
日
は
突
然
あ
が
っ
て
、
た
い
へ
ん
お
世
話
さ
ま
に
相
成
り
、
わ
る

い
と
思
ひ
ま
し
た
。
皆
様
も
、
お
元
気
で
。

尚
、
山
岸
君
が
御
帰
り
に
な
っ
た
ら
、
ル
ナ
ア
ル
と
セ
ザ
ン
ヌ
の
画

集
を
ヒ
レ
ザ
キ
氏
か
ら
借
り
て
置
き
ま
し
た
、
と
申
し
て
下
さ
い

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様
御
内
様

十

七

日

府

下

三
鷹
町
下
連
雀

一
一
一
ニ

太
宰
治
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昭
和
口
年

(1
9
4
2
年

)
5
月
3
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
〕
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m
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斗
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{
校
異
】

拝
啓
〔
全
集
〕
l
lv
拝
啓
。

い
づ
れ
、
〔
全
集
〕

|
lv
い
づ
れ

万
々
、
〔
全
集
〕

1

4
7

万
々
。

お
札
ま
で
。
〔
全
集
〕
l
lv
御
礼
迄
。

【ノ

l
ト
}

湯
ケ
原
の
記
念
写
真
|
|
四
月
下
旬
に
、
山
岸
外
史
が
逗
留
し
て
い
た
湯
河

原
温
泉
の
鶴
屋
を
訪
れ
た
と
き
の
記
念
写
真
。
「
芸
術
新
聞
」

(五
月
十
六
日
)

に
掲
載
さ
れ
た
、
湯
河
原
不
動
滝
で
山
岸
と
写
し
た
写
真
と
思
わ
れ
る
。

拝
啓
。

湯
ヶ
原
の
記
念
写
真
を
い
た
だ
き
、
御
厚
情
、
身
に
し
み
ま
す
。
あ

り
が
た
う
存
じ
ま
す
。

あ
れ
か
ら
何
か
と
雑
用
に
追
は
れ
、
次
の
創
作
に
取
り
か
か
る
事

が
出
来
ず
に
居
り
ま
す
が
、
毎
夜
、
腹
案
を
ね
っ
て
居
り
ま
す
。
い
づ

れ
お
逢
ひ
の
折
に
万
々
。
今
日
は
心
か
ら
の
御
礼
迄
。

不

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

山

岸
外
史
様

三
日

府

下

三
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下
連
雀
一

一一ニ

太
宰
治
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【
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異
】

拝
復
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
復
。

(脱
字
。
「
本
も
の
が
あ
る
の
で
す
。」
の
次
行
)
〔
全
集
〕

l
t不一
。

【ノ

l
卜
}

拙
著
を
二
種
類
|
|
「正
義
と
微
笑
」
(
錦
城
出
版
社
、
昭
和
十
七
年
六
月
)、

『女
性
』
(
博
文
館
、
昭
和
十
七
年
六
月
)
か
。

山
岸
外
史
は

「
太
宰
治
お
ぼ
え
が
き
」
で
「
太
宰
の
こ
の
ハ
ガ
キ
は
す
で
に

か
な
り
時
代
に
対
し
て
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
も
の
が
あ
る
。

太
宰
が
時
代
を
諦
め
き
っ
て
時
代
に
順
応
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
」
と
書
い

て
い
る
。

拝
復
。

あ
ん
な
こ
と
気
に
な
さ
る
や
う
だ
と
、
天
衣
無
縫
も
、
ま
だ
ほ
ん
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
そ
の
う
ち
私
の
は
う
か
ら
、
本
郷
へ
遊
び
に

行
か
う
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
。
先
日
、
拙
著
を
二
種
類
お
送
り
致
し
ま
し

た
。
お
ひ
ま
の
折
に
、
お
読
み
下
さ
い
。

私
は
昨
日
か
ら
、
ま
た
も
や
点
呼
の
軍
事
教
練
で
、
突
撃
!

ワ
ア

ツ
!

な
ど
の
稽
古
。
け
ふ
も
、
こ
れ
か
ら
出
か
け
る
の
で
す
。

七
月
六
日
に
点
呼
の
本
も
の
が
あ
る
の
で
す
。

不

一。

本
郷
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木
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五
十
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様
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定
〕
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去がは使容
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hMV

J
向
V
E
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布
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.
J
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d
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γ
nt
f
!
泌

ヂ

{
校
異
}

拝
復
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
復
。

午
後
四
時
半
、〔
全
集
〕

l
t午
後
四
時
半

目
黒
雅
叙
園
で
〔
全
集
〕

l
t目
黒
雅
叙
園
で
、

を
さ
め
た
り
、
〔
全
集
〕

|
+
お
さ
め
た
り
、

(改
行
)
山
岸
兄
に
、
〔
全
集
〕

l
t
(改
行
な
し
)

{ノ

l
ト
}

塩
月
君
|

|
塩
月
起
。
「
青
い
花
」
同
人
。
友
人
の
縁
談
と
結
婚
を
描
い
た
太

宰
治
「
佳
日
」

(「
改
造
」
昭
和
十
九
年

一
月
)
の
大
隅
忠
太
郎
の
モ
デ
ル
。

拝
復
。
御
ぶ
さ
た
し
て
居
り
ま
す
。
御
寛
恕
下
さ
い
。
御
健
闘
の
事

と
存
じ
ま
す
。
塩
月
君
が
、

二
十
日
に
北
京
を
出
発
し
、

二
十
四
、
五

日
頃
に
、
東
京
へ
着
く
と
い
ふ
電
報
が
あ
り
ま
し
て
、

二
十
九
日
午
後

四
時
半
目
黒
雅
叙
園
で
、
結
婚
式
を
挙
げ
る
事
に
な
り
、
東
京
に
は
塩

月
君
の
身
内
の
人
も
無
い
や
う
で
す
か
ら
、
私
が
塩
月
君
か
ら
た
の

ま
れ
て
結
納
を
お
さ
め
た
り
、
何
か
と
先
方
と
打
合
せ
て
居
り
ま
す
。

山
岸
兄
に
、
そ
の
二
十
九
日
に
は
、
ぜ
ひ
友
人
代
表
と
し
て
出
席
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
ゐ
ま
す
。
い
づ
れ
ま
た
あ
ら
た
め
て
御
通

知
い
た
し
ま
す
が
、

二
十
九
日
は
、
ひ
と
つ
都
合
し
て
置
い
て
下
さ
い
。

画
会
は
二
十
四
日
に
拝
見
の
つ
も
り
。
お
電
話
い
た
し
ま
す
。

不

一。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

山
岸
外
史
様

十

八

日

府

下
三
鷹
町
下
連
雀
一

一
一
ニ
太
宰
治

159 



書
簡
番
号
%

昭
和
問
年

(1
9
4
3
年
)
4
月
お
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〔
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に
ち
直
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〕
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ゆyri 
ふh

fZ 
7人?ι

【
校
異
】

拝
復
〔
全
集〕

l
v拝
復
。

御
感
想
、
〔
全
集
〕
|+
御
感
想

(改
行
な
し
)
な
ほ
、
〔
全
集〕

1

4
7

(
改
行
)

(改
行
な
し
)
で
は
、
〔
全
集〕

l
t

(改
行
)

(改
行
な
し
)
敬
白
。
〔全
集〕

1
4
7

(
改
行
)

{
ノ
l
卜】

目
黒
雅
叙
園
|

|
塩
月
起
の
結
婚
式
。

拝
復
。
先
夜
の
御
感
想
あ
り
が
た
く
持
読
い
た
し
ま
し
た
。
本
当
に
。

二
十
九
日
に
は
、
午
後
四
時
半
ま
で
に
目
黒
雅
叙
園
に
お
い
で
下

さ
れ
た
く
、
私
は
紋
服
に
袴
、
白
足
袋
の
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
。

な
ほ
、
二
次
会
は
、
京
橋
の
某
庖
の
筈
に
御
座
候
へ
ば
、
御
懐
中
に

少
し
く
御
準
備
願
は
し
う
存
候
。

で
は
、
い
づ
れ
二
十
九
日
に
。

敬
白
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様

二
十
八
日
府
下
三
鷹
町
下
連
雀

一
一
三

太
宰
治
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d
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、
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ハ

f
f
h
t
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?
L
1
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P

3

y

h
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、

，

'
べ

4
1
q
4
F

烹
ヰ
わ
ず
/
。
寸
の
争
ズ
令

Z
v
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伶

v

t
川

、

引

小

伝

悦

司

句

、

J

ト
ミ
い

.
aル川
tω
戸
川
‘
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止
か
の
/
ι

ケ
fr
訴
え
M
l

-
E

ゑ
イ
ー
や
ペ

パ汁
之

， I 11 
主がは使容

ー
以

ヰゑ

J

ワ
ト
L

つも
W
ノ
「
ハ

4
4
ご

-
L

大
f
w
p
f
uH
J作

l

{
校
異
】

拝
復
〔
全
集
〕

1

4
7

拝
復
。

ま
た
い
ら
し
て
下
さ
い
。
〔
全
集
〕

l
t
ま
た
ゐ
ら
し
て
下
さ
い
。

拝
復
。
先
日
は
残
念
で
し
た
。
で
も
、
「
末
よ
け
れ
ば
、
す
べ
て
よ

し
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
掛
軸
は
、
私
も
加
の
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
大

事
に
お
あ
づ
か
り
申
し
て
置
き
ま
す
。
お
気
が
む
い
た
時
に
は
、
ま
た

ゐ
ら
し
て
下
さ
い
。

拝
具
。

本
郷
区
千
駄
木
町
五
十
番
地

山

岸
外
史
様

二
十
五
日
府
下
三
鷹
町
下
連
雀
一
一
一
二
太
宰
治
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書
簡
番
号

7

昭
和
同
年

(1
9
4
3
年
)
叩
月
日
日
〔
日
に
ち
直
筆
、
消
印
は
口
日
〕
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づ
を
わ
毛
あ
り
ど
7
み
じ
ま
す
。
ゑ
L
く
づ
以
今
、
広
字
し

1

の
ま
う
ま
ず
ノ
。
字
1
4も

γ
ヶ
'
L
r
色
一
ι
ご
丸
川
x
h
F
ψ

ア
f
、

冷

7
W

4

，f

e

'

叶

‘

1
4
3
札
、
毛
を
ζ
V
7

な
句
f
a
V
L
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げ
け
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4
な
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¥
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r
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拘
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〈
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7
f

‘
f

必
爪
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、
v'」
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F

削
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・
ス
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m
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1
.

い
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~
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伐
ぃ
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勺
t
y
y
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。

J
今
H
1
1
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'ρ
げ

3
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7
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?
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¥

J
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と

及
べ
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九
か
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目
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f
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4
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¥
ひ
ビ
V
で

成
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』
p
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z
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什

ρ
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〉
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ド
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v・4帆
く

ち

仰

向

も

:
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u
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司
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7
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ハ
来
い
ん
川
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刊
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を
寸
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一
。
た
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、
淳

之
ゑ
・
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1
1
0
U
ψ
な
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、
二

h

f

h

弘
ぺ
ム
ρ

a

I

'
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‘

E
1
A
ホ
殉
頃
聞
こ
め
乙

ヴ
手
'
う
勺
，
一
孔
め
な
ど
、

F
O
パ

V
L

ま
つ
示
、
・
ι
/、
高

，b
y
l
g

zr.
も

'F
2・正勺・
3
k
i
f
令

t
イ

n
J

矛
冬
い
。

J
t
u
mし
に
史
年
ノ

M
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i
t
t
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d
u
M
折

笠
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f
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r
?
?
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1
L
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E
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浄
御

ι
~卯乙

''?'航ハ
.丸
一町

長

ナ
1

1

月
川
工
作
作

ー肋
ぺ
4
1
、
人

ゅ

ん
.

ぬ

11;'色
町

J

下
@
屯

・
1

6

F
F
L

久、，
m弘
T
I
--

~l 

{
校
異
}

十
月
十
七
日
〔
全
集
〕
|
十
日
月
日
日

か
す
か
に
面
白
く
、
〔全
集
〕

l
tか
す
か
に
、
面
白
く
、

【
ノ
ー
ト
}

少
し
長
い
小
説
|

|
「
雲
雀
の
声」
。
小
山
書
庖
か
ら
刊
行
予
定
の

『雲
雀
の

声」

は
、
十

一
月
二
十
九
日
夜
半
か
ら
翌
日
未
明
の
空
襲
で
原
稿
と
印
刷
製

本
中
の
本
が
焼
失
し
、
残
っ
た
校
正
刷
り
を
も
と
に
、
戦
後
「
パ
ン
ド
ラ
の

匝
」
に
書
き
換
え
ら
れ
る
。

「実
朝
」
|

|
「右
大
臣
実
朝
」
(
錦
城
出
版
社
、
昭
和
十
八
年
九
月
)
。

御
葉
書
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
す
。
久
し
く
御
ぶ
さ
た
申
し
て
居
り

ま
す
。
ま
た
も
や
、
少
し
長
い
小
説
に
と
り
か
か
り
、
今
月
末
ま
で
書

き
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
て
、
毎
朝
早
く
起
き
て
や
っ
て
ゐ

ま
す
が
、
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
風
邪
を
ひ
い
て
、
仕
事
も
難
儀
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
今
月
末
ま
で
に
何
と
か
し
て
、
片
づ
け
る
つ
も
り
で

す
。
そ
ち
ら
も
、
御
病
人
ら
し
く
、
御
身
辺
落
ち
つ
か
な
い
事
で
せ
う
。

面
白
く
な
い
こ
と
な
ど
、
お
あ
り
と
か
、
私
も
こ
の
ご
ろ
は
、
仕
事
が
、

か
す
か
に
、
面
白
く
、
そ
れ
か
ら
、
ひ
と
り
で
焼
酎
な
ど
二
、
三
杯
の

む
の
が
、
か
す
か
に
た
の
し
く
、
そ
れ
く
ら
ゐ
の
も
の
で
す
。
風
邪
が

く
る
し
い
の
で
、
こ
の
ご
ろ
は
仕
事
が
す
む
と
、
す
ぐ
に
寝
ま
す
。
た

ま
に
若
い
人
た
ち
と
話
を
す
る
の
に
も
、
注
意
し
て
ゐ
ま
す
。
な
か
な

か
、
い
い
の
が
ゐ
ま
せ
ん
ね
。

つ
ま
ら
な
い
も
の
な
ど
、
お
目
に
と
ま
っ
た
ら
し
く
、
あ
れ
は
こ
の

ご
ろ
最
も
不
出
来
な
文
章
で
し
た
。
本
当
に
。
「
実
朝
」
も
、
見
本
が

出
来
て
来
ま
し
た
が
、
お
送
り
し
ょ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
迷
っ
て

ゐ
ま
す
。本

郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十

山
岸
外
史
様

十

六

日

都

下
三
鷹
町
下
連
雀

一
一
三

太
宰
治
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叩
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1
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九
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4
v
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リ
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1
3
一
怜
ど
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刊
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ヤ
，
ィ
W

M
欧
・
、
』
乙

Z
U
i
一

え
れ
が
、
近
?
の
向
口
な
ト
/
キ
か
し
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一
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t
.
リ
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ベ

ー粍
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d
M
J
μ
V

ご
、
さ
い
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古
ノ
。
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t 
、併

ι
1
J

庁!
利
ふ
f

ナ
u
rJ4P
一勺

を
m

~

.

川
作

4Ld後

主か、段使重F

ム
ル
ぷ
月
!

ク
寸
1
FZ
P

降
下
、
?な
gwi
T止を

J

ご
ブ
久
、
ケ
季
!ぃ
小ゆ・

【
校
異
】

(
脱
文
。
「
読
ま
せ
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
か
。
」
の
後
)
〔
全
集
〕

l
t
あ
な

た
の
含
基
で
せ
う
か
。

私
は
五
頁
ほ
ど
〔
全
集
〕

|

|
V

私
は
、
五
頁
ほ
ど

種
と
〔
全
集
〕

1

4
7

種
に

{ノ

l
卜
}

「
日
本
武
尊
」

|

|
『日
本
武
尊
」
(
開
発
社
、
昭
和
十
八
年
三
月
)。

山
岸
外

史

「人
間
太
宰
治
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
本
は
、
友
人
の
出
版
社
と
喧
嘩
ま
で

し
て
出
す
こ
と
に
な
っ
た
上
に
、
「
バ
カ
げ
た
役
所
に
よ
び
だ
さ
れ
て
、
そ
こ

で
も
文
句
を
つ
け
ら
れ
削
除
訂
正
」
さ
せ
ら
れ
、
「
そ
ん
な
仕
事
を
ぼ
く
は
誰

に
も
送
る
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
同
書
に
は
、
こ
の
書
簡

私
は
、
あ
な
た
の
「
日
本
武
尊
」
を
、
本
屋
で
五
頁
ほ
ど
読
み
ま
し

た
。
あ
れ
は
、
あ
な
た
が
、
ど
う
し
て
私
に
読
ま
せ
た
く
な
か
っ
た
の

で
す
か
。
あ
な
た
の
含
差
で
せ
う
か
。
私
は、

五
頁
ほ
ど
立
ち
読
み
を

し
て
、
か
な
り
の
労
作
だ
、
と
思
ひ
、
そ
の
時
ふ
と
、
私
の
「
実
朝
」

を
恥
か
し
く
思
っ
た
の
で
す
。
山
岸
氏
に
、
お
送
り
す
る
ほ
ど
の
も
の

で
も
無
い
と
思
ひ
、

そ
れ
が
、
迷
ひ
の
種
に
な
り
ま
し
た
。

お
叱
り
は
、
無
理
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地

山

岸
外
史
様

二
十
三
日
都
下
三
鷹
町
下
連
雀
一
一

一二

太
宰
治

は
、
な
ぜ

『右
大
臣
実
朝
」
を
送
っ
て
く
れ
な
い
の
か
と
太
宰
に
書
い
た
返

事
だ
と
あ
る
。
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{
校
異
】

八
月
十
二
日
〔
全
集
〕

l
t
ロ
月
ロ
日

お
あ
づ
か
り
し
て
置
き
ま
す
。
〔全
集
〕
l
lv
お
あ
づ
か
り
し
て
置
き
ま
す

昨
日
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た
。
財
布
を
お
忘
れ
に
な
り
ま
し
た
。
郵

送
い
た
し
ま
す
。
お
そ
く
と
も
、

二
、
三
日
後
に
は
お
手
許
に
と
ど
く

事
と
存
じ
ま
す
。

掛
軸
は
、
こ
の
つ
ぎ
ま
で
お
あ
づ
か
り
し
て
置
き
ま
す

本
郷
区
駒
込
千
駄
木
町
五
十
番
地
山
岸
外
史
様

都
下
三
鷹
町
下
連
雀

一
一
一
二

太
宰
治
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